
 

令和４年度の主な新規施策（障害福祉課・ユニバーサル推進課） 

事業内容 今年度の取組 

医療的ケア児支援体制の構築 

 市町に配置するコーディネーター

の養成等に加え、たんの吸引や経管

栄養などの医療的ケアが必要な障

害児が、地域において必要な支援を

受けられる体制を構築 

兵庫県医療的ケア児支援センターの開設 

開設日 令和４年６月１５日（水） 

設置場所 

 社会福祉法人養徳会（加西市） 

 医療型障害児入所施設医療福祉ｾﾝﾀｰきずな内 

対象者 医療的ケア児本人及び家族 等 

障害者を対象としたデジタルデバ

イド解消プロジェクトの実施 

IT スキルの習得支援により、障害

者のデジタルデバイド解消を図り、

障害者の日常生活の環境を整え、社

会参加を促進 

障害者スマホ・パソコン相談窓口 

身体障害・知的障害・精神障害のある方がスマホ・パソコン

に困ったときに相談できる初心者の方対象の窓口を設置 

障害者のスマホ・パソコン入門講座 

入門講座の講師、サポーター（操作補助員）を対象とした

福祉研修会を開催のうえ、各地域で入門講座を開催 

○実施手法 県身体障害者福祉協会へ委託 

強度行動障害スーパーバイザーの

養成  

強度行動障害者の受け入れ施設の

支援力向上及びその受け入れを促

進するため、先駆的に取り組む施設

に対し、コンサルティング形式での

研修を実施し、各地域において関係

施設を指導するスーパーバイザー

を養成 

強度行動障害スーパーバイザー養成事業 

３年間かけて強度行動障害に関するｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰを養成 

(1･2 年目)基礎知識習得、反復実践による支援ﾉｳﾊｳの定着 

( 3 年目 )他施設指導による受け皿拡大を図るため、コン

サル施設の支援現場へ同行し、指導ｽｷﾙを習得 

○対象施設 強度行動障害者を受け入れているｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等 

※研修受講後、ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰとしての役割を

担い、他施設への指導等、今後の協力意思

を有する施設 

○実施手法 県知的障害者施設協会へ委託 

てんかん地域診療体制の整備 

てんかん診療における地域連携を

強化するため、新たにてんかん支援

拠点病院を指定し、適切な治療が受

けられる体制を整備 

 

神戸大学医学部附属病院てんかんセンター 

（てんかん支援拠点病院） 

① てんかん治療医療連携協議会（地域協議会） 

② 研修会・講演会の開催（各 1 回） 

③ てんかん患者及びその家族等への専門相談及び治療 

④ 関係機関との連携・調整 等 

聴覚障害児支援力向上研修の実施 

療育機関や学校現場等における聴

覚障害児支援の質向上を図るとと

もに、障害児・家族に対する切れ目

ない支援体制を構築 

聴覚障害児支援力向上研修 

1 実施時期及び場所 

 阪神、姫路、但馬地域の聴覚特別支援学校で計 6回実施 

・前期：姫路 (6/14、44 人)、神戸 (6/17、26 人)、 

こばと(6/21、35 人) 

・後期：こばと(10/30 予定)、豊岡(11/1 予定)、 

神戸(11/3 予定) 

2 対象者：聴覚障害児の支援に関わる保育士、小・中学校・

特別支援学校の教員、保健師、市町担当者等 

3 内 容：講義（聴覚障害児の理解、早期発見・早期療育

の重要性等）、ワークショップ（多職種連携等） 

資料５ 

【差替後】 



 

事業内容 今年度の取組 

工賃向上研修の実施 

就労継続支援事業所の工賃向上を

図るため、事業所管理者向けに経営

や工賃向上の意識を高めるための

研修を実施 

工賃向上研修事業（現在、下記にて実施に向け調整中） 

1 実施時期：令和４年 12月～５年３月 

2 実施場所：県内３か所(予定) 

3 対 象 者：就労継続支援 B型事業所管理者等 

4 研修内容：講義(経営戦略等専門家による講義、先進事 

業所による事例紹介)、ワークショップ 

社会福祉施設等における光熱費等

高騰対策  

光熱費・食費等の高騰による利用者

負担の増加を抑制するとともに、報

酬単価等が据え置かれている社会

福祉施設等が継続的・安定的にサー

ビスを提供できるよう、一時支援金

を支給 

社会福祉施設等における光熱費等高騰対策事業 

申請受付 R4 年 11月上旬～R4 年 12 月上旬 

交付決定 R4 年 12月上旬～R4 年 12 月下旬 

支給単価 施設区分(入所･通所･訪問)及び定員等に応じ

て段階的に設定 

(入所:50 千円～2,650 千円、通所:18 千円～

2,286 千円、訪問:25 千円) 

※いずれも県所管分を対象 

 

 



令和 4年 6月 15 日開設

兵庫県医療的ケア児支援センターは、日常的に医療的なケアを必要とする
お子さんとご家族が、地域、ご自宅で安心して生活できるよう

様々な相談をお受けする窓口です。

家の近くに受け入
れてくれる学校、
保育所、障害福祉
施設はないの？

このような相談内容があれば、お気軽にご相談ください

緊急時の子ども
（医療的ケア児）
の預け先はない

の？

親の病気、親なき
あとの問題、

どうしたらいい？

家に連れて帰っ
てきて本当に良
かったのか。

夜間のケア
が大変。

障害児福祉
手当を受け
たい。

学校卒業後の進
路について相談
したい。

医療的ケアの内
容をもっと詳し
く知りたい。

医療的ケア児や
家族との関わり
方が難しい。

最新のケア用具
の情報が
知りたい。

医療的ケア児の
支援者間で情報
交換がしたい。

地域に医療的ケア
児を支援できる
サービスがまだま
だ少ない。

他の事業所における
医療的ケア児の支援
方法、関わり方を知

りたい。

他分野の
サービスを
知りたい。退院後、自宅で

安全に生活して
いけるのか。

医療的ケア児の家
族同士で交流する
場がほしい。

ご家族

学校や保育所、
障害福祉施設など
関係機関

兵庫県医療的ケア児
支援センター相談窓口
兵庫県医療的ケア児
支援センター相談窓口

��� ������������ 受付時間：月曜日～金曜日　09：00-17：00
（土日・祝日・年末年始を除く）

��� ������������

兵庫県医療的ケア児支援センター相談窓口

����� ����
��	��������������
兵庫県加西市若井町字猪野 83-31
（医療福祉センターきずな内）

住所

【相談対応を行うスタッフ】

相談支援専門員：
　　

看護師：

アドバイザリー
ドクター：

医療的ケア児への支援に相当の経験を
有するもの

主に医療的ケアに関する相談に対応

医療的ケアの診療を専門とする医師を
配置。バックアップ体制。

※来所相談の際は、個人情
報保護の観点から個室で対
応します。



医療機関においてＮＩＣＵ等に長期入院した後、引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管栄養
などの医療的ケアが日常的に必要な児童。
全国の医療的ケア児（在宅）は約２万人。（令和２年度厚労省推計値）

医療的ケア児とは

医療的ケア児と
その家族

行政および
関係機関

兵庫県医療的ケア児
支援センター

支援の実施

連携・調整

相談に対して
対応・助言

医療的ケア児に
かかわる

さまざまな相談

情報提供

医療的ケア児及びその家族・
兵庫県医療的ケア児支援センター・
関係機関の連携イメージ図

兵庫県医療的ケア児支援センターとは

どこに相談すれば良いか分からない、医療的ケア児やその家族の様々な相談について、医療的ケア児支援センター
が総合的に対応します。

【兵庫県医療的ケア児支援センターの役割】

■医療的ケア児の家族等からの相談をワンストップで受け止め、市町や事業者等と連携して対応すること

■医療的ケア児の支援に係る情報の集約点として、市町、病院、学校など関係機関との連絡調整の中核となること

■当事者間のネットワーク構築を目的とした家族交流会の開催

兵庫県医療的ケア児支援センター相談窓口

受付時間：月曜日～金曜日 09：00-17：00（土日・祝日・年末年始を除く）

兵庫県加西市若井町字猪野 83-31（医療福祉センターきずな内）
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対象：スマホやパソコンのことでお困りの方（身体・知的・身体障害のある方）

講師：スマホ・パソコン入門講座講師

サポート：地域のスマホ・パソコンサポーター（操作補助員）

電話で操作を聞くのはわかりにくい、そんなときは各地域で開催する入門講座にぜひご参加

ください。

講師、サポーター含めマンツーマンの体制でゆっくりすすめます。

対象：障害者スマホ・パソコン入門講座講師、サポーター

講師：県障害福祉課、障害者団体等

入門講座では講師の他に、スマホ・パソコンのサポートをしていただける方にも参加いただき、基

本的にマンツーマンで、参加者に寄り添った形式での実施を予定しています。

講師やサポーターの中には、入門講座の開催にあたって「どのような配慮が必要だろう？」等、不

安に感じる方もいます。

そのため、入門講座参加者に応じたサポートができるよう、障害に応じた配慮や心構えを学ぶた

めの福祉研修会を実施します。

サポーターに高度なスキルは不要です。各地域で日頃スマホを利用されている方はご協力いた

だけますと幸いです。

障害者デジタルデバイド解消事業とは
ここ数年、インターネットを使っての情報の取得、WEB会議への参加や手続きなど、生活の中でICT（情報通信技術）
が果たす役割は年々大きくなっています。

一方、さまざまな理由によってスマホ・パソコンが利用できない、利用していない多くの障害者が取り残されており、
早急にこの状態を解消することが課題となっています。

そのため、今年度より兵庫県の委託を受け、障害のある方がスマホ・パソコンを活用するきっかけとなるような事業を
実施することになりました。

対象：スマホやパソコンのことでお困りの方（身体・知的・精神障害のある方）

障害のある方のスマホ・パソコンの困りごとを電話・FAX・メールで聞くことが

出来る相談窓口が出来ました。

（公財）兵庫県身体障害者福祉協会 事務所内

福祉研修参加者は

サポーターとして登録され、

地域の入門講座に派遣されます。

研修内容は、動画でも受講できる予定です

初心者の方を対象にしていますので
スマホ・パソコンでお困りのことがあれば、遠慮なくご相談ください。

内容①スマホ・パソコン相談室の開設 内容②各地域で入門講座の開催

各地域に伺い、従来の研修型ではなく、２～３人での少人数で行います。
難しそう！と身構えず、気軽な気持ちでご参加ください。

内容③講師・サポーター向け福祉研修会の開催

スマホ・パソコンの相談、
研修会のお問合せは左記窓
口までお気軽にお問合せく
ださい。

障害者デジタルデバイド解消事業説明資料

スマホ・パソコンにお困りの方

スマホ・パソコン相談員（唐来）



聴覚障害児支援力向上研修（後期実施分）のご案内 

 
一般社団法人兵庫県言語聴覚士会 

会長 田中 義之 
 

国は令和 2 年度に聴覚障害児の支援は乳児からの適切な支援が必要であり、また状態像が多様になっ

ているため、切れ目のない支援と多様な状態像への支援が求められるとして、聴覚障害児支援の中核機

能を整備し、聴覚障害児と保護者に対し適切な情報と支援を提供することを目的とする聴覚障害児支援

中核機能モデル事業の実施を定めました。 
そのような中、兵庫県では、聴覚障害児と接する機会のある専門職等に聴覚障害の特性や聴覚障害児

への支援等に関する一定の知識を得る機会を提供することにより、新生児聴覚スクリーニング検査が要

精検とされた後の不安を抱える家族等への対応、聴覚障害児に対応できる療育機関や学校教育へのつな

ぎ、療育機関・学校現場における聴覚障害児支援の質の向上を目的に、聴覚障害児に関わる各現場の専門

職を対象に、研修を実施することになりました。 
研修の中で、専門職に必要な専門知識や対応法方法、多職種連携について学んでいただき、障害児・家

族に対する切れ目のない支援の実現を目指します。 
 

 
記 

 
１．対象   研修協力校近隣の各市町の担当者、保健師、幼稚園教諭、小・中学校教諭、特別支援学校

教諭、保育士、放課後等デイサービス職員、学童保育指導員、養護施設職員等行政、教育、

福祉関係に携わる方で聴覚障害児の支援に関わっている方。 
２．実施場所 （１）兵庫県立こばと聴覚特別支援学校 西宮市田近野町 8-8 

       （２）兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校  豊岡市三坂町 2番 9号 

       （３）兵庫県立神戸聴覚特別支援学校  神戸市垂水区福田 1 丁目 3番 1号 

３．研修内容 ①講義Ⅰ；聴覚障害児についての理解、早期発見、早期療育・教育の重要性 
        （全支援学校共通） 
       ②講義Ⅱ；聴覚障害児教育、療育、聴覚支援機器、手話等コミュニケーション手段 

（各聴覚特別支援学校ごとの実践など） 
       ③聴覚障害に関わることについてのワークショップ 

④聴覚障害児の教育現場（各支援学校）の概要について 
       ※①～④を神戸聴覚支援学校、こばと聴覚支援学校、豊岡聴覚支援学校の３校でそれぞ

れ実施します。詳細は裏面の詳細を確認のうえ、参加を希望する学校に直接お申込みく

ださい。 
 
３．申込等については 裏面を確認のうえ、各学校に直接お申込みください。 

 
４．当研修にかかる問い合わせ先 

一般社団法人 兵庫県聴覚士会（担当 会長 田中義之） 
FAX078(795)8165 Email：kobemed.tanaka@kagoya.net  



聴覚障害児実戦力向上研修各校実施内容（後期実施分） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※参加を希望される学校に、別紙申込用紙により直接お申込みください。 

 

 

１１月１日(火) ９：００～１５：２０ 

会場 兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校 

２階 図書室〔定員１０名〕 

※対象 放課後デイサービス等福祉事業所職員 

    市町福祉担当者 教育委員会担当者 

   （保育園、幼稚園、認定こども園保育士、 

    小中学校教員は除く） 

＜内容＞ 

・学校概要説明（DVD 試聴） 

・聴覚障害について【講義】 

・地域支援について【講義】 

・聴覚障害児への関わりについて【講義】   

・聴覚障害児の子育て（保護者）【講話】 

・補聴機器について【講義】 

・ワークショップ 
＜問い合わせ＞ 

 TEL:０７９６―２２―２１１４ 

  FAX:０７９６―２４―５２１６ 

  担当者：豊岡聴覚支援センター 長谷川 
 

申込〆切：１０月１１日（火） 

 

 

１０月３０日(日) ８：５０～１２：４０ 

会場 兵庫県立こばと聴覚特別支援学校 

  プレイルーム〔定員２０名〕 

＜内容＞ 

・学校概要説明 

・発音等ビデオ視聴 

・聴覚障害児の早期支援【講義】 

・聴覚障害児の子育て（保護者）【講話】 

・聴覚障害について【講義】 

・ワークショップ 

 

＜問い合わせ＞ 

 TEL: ０７９８-５３-５０６１ 

  FAX:  ０７９８-５３-５０６２ 

  担当者： 教頭 
 

申込〆切：１０月１１日（火） 

 

１１月３日(木) ９：３０～１５：４０ 

会場 兵庫県立神戸聴覚特別支援学校 

２階 大会議室〔定員４０名〕 

 

＜内容＞ 

・学校概要説明 

・授業参観（保・幼・小・中・高） 

・教育や情報保障の必要性について【講義】  

・聴覚障害について【講義】 

・ワークショップ 

・聴覚障害職員の話【講演】 

＜問い合わせ＞ 

 TEL:０７８―７０９―９３０１ 

  FAX:０７８－７０９―０３７１ 

  担当者：総合支援センター 若松 
 

申込〆切：１０月２０日（木） 



企業説明会の場であって採用面接会ではありません

12：00 ～16：00（最終受付15：30）

企業ブース（２２社）
各社の障害者雇用の取組紹介や資料展示を行います。

相談コーナー（６機関）
就職を目指す方向けの個別相談を行います。

裏面をご覧いただき、FAX(078-362-6613)、
又はメールにてお申し込みください。

（一財）兵庫県雇用開発協会 TEL (078-362-6583)

・就労をめざす障害者、保護者、関係者など
・企業、支援機関、学校関係者
（特別支援学校、高校、大学など）

神戸国際展示場１号館２階Ｂ展示室
〒650 - 0046
神戸市中央区港島中町６丁目11-1

新型コロナウイルス感染症対
策にご協力をお願いします。
尚、状況により内容を変更す
る場合があります。

主催
兵庫県、（公社）全国障害者雇用事業所協会兵庫支部
共催
兵庫労働局、（一財）兵庫県雇用開発協会、兵庫県経営者協会
後援
兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会

2022 11 15年 月 日（火）開催日

時　間

場　所

対象者

内　容

お申し込み

お問い合わせ

参加費無料 ２２社・６機関が
参加（予定）

1ブースあたり１５分
（質疑応答含む）

兵庫県で障害者雇用を積極的に進めている企業が出展。
障害者の働き方や取り組みの工夫がわかります。

これから就職をめざす方向けの相談コーナーも設置します。

ひょうご障害者
ワークフォーラム 2022



・兵庫障害者職業センター
・ハローワーク
・障害者就業・生活支援センター

・ひょうご発達障害者支援センター
・公益社団法人全国障害者雇用事業所協会　大阪相談コーナー
・社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　総合リハビリテーションセンター　職業能力開発施設

各企業・相談機関の情報は
ホームページに掲載中！ https://hyogo-koyokaihatsu.or.jp/pages/119/

ひょうご障害者ワークフォーラム参加申し込み

■メールでも受け付けています。shougai@hyogo-koyokaihatsu.or.jp
件名「ひょうご障害者ワークフォーラム 2022 参加申し込み」
本文「団体名 / 申込者名 / 参加人数 /TEL/FAX/メールアドレス / 来場予定時間 /

参加に際しての障害等への配慮の要否」を入力して送信してください。
※右の QR コードからも申し込むことができます。1. スマートフォンのカメラアプリを起動して、コードを読みとってください。

2. 読み取った URL をクリックしてページを表示してください。3. ページ内のリンクをクリックすると、メール画面になります。

■問い合わせ先
（一財）兵庫県雇用開発協会 TEL (078-362-6583)、 FAX (078-362-6613)
ひょうご障害者ワークフォーラム 2022

出展企業（予定）

相談コーナー

参加申し込み締め切り　2022年10月31日（月）迄

下記の欄を記入していただき、FAX (078-362-6613)、又はメールにてお申し込みください。

参加に際しての
障 害 等 へ の
配 慮 の 要 否

団体名 参加人数 人

TEL FAX

メールアドレス

申込者名

来場予定時間
□ 要

□ 不要

⇒　（要を選択された場合、該当する内容にチェックをつけてください）
□ 資料の拡大　　　　　　　　□ 手話通訳　　 □ 要約筆記
□ 座席の指定（車いす等）　　 □ その他（　　　　　　　　　　）

時頃

・株式会社あしすと阪急阪神（阪急阪神ホールディングス株式会社） 

・株式会社エスコアハーツ（株式会社ノーリツ）

・株式会社 SRI ウィズ（住友ゴム工業株式会社）  

・株式会社カネカ
・株式会社川重ハートフルサービス（川崎重工業株式会社）

・株式会社キリンドウベスト（株式会社キリン堂ホールディングス）

・グローリーフレンドリー株式会社（グローリー株式会社） 

・株式会社三協パーツ商会 
・株式会社 JR 西日本あいウィル（西日本旅客鉄道株式会社）

・昌和不動産株式会社（TOYO TIRE 株式会社） 

・すみでんフレンド株式会社（住友電気工業株式会社）

・株式会社ダイキンサンライズ摂津（ダイキン工業株式会社） 

・ＤＫＰ株式会社
・株式会社ナリス コスメティック フロンティア（株式会社ナリス化粧品） 

・日本パーソネルセンター株式会社（UCC ホールディングス株式会社）

・happy resin
・阪神友愛食品株式会社（生活協同組合コープこうべ） 

・廣本産業株式会社
・ヤンマーシンビオシス株式会社（ヤンマーホールディングス株式会社）

・六甲バター株式会社
・株式会社ワールドビジネスサポート（株式会社ワールド）

・ＹＫＫ六甲株式会社（YKK 株式会社）
合計２２社（５０音順）

特例子会社については親会社名も記載しています


